
小田原フラワーガーデン（小田原市久野）で、世界最大級のネギ坊主「アリウム・グローブマスター」が見ごろを迎え
ている。１５００～２千程度の小さな花が球状に集まったもので、大きなものは直径２０㌢以上。６月上旬まで見ごろという。
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事 局 よ務 だ り
◇横浜定例講演会
2014年７月14日（月）
13時30分～15時
横浜ベイシェラトンホテル＆
タワーズ　5階「日輪」
講師は弁護士、元内閣法制局
長官の　阪田　雅裕　氏
演題は「政府の憲法解釈と集
団的自衛権（仮題）」
◇横浜定例講演会
2014年８月７日（木）
13時30分～15時
崎陽軒本店　5階「マンダリ
ン」
講師は元東京経済大学教授、
神奈川県地震災害対策検証委
員会座長の　吉井　博明　氏
演題は「神奈川県の地震危険
と備え（仮題）」



　

多
く
の
人
た
ち
は
、
山
の
恩
恵
と
切

り
離
さ
れ
た
生
活
を
営
ん
で
き
た
。
だ

か
ら
、
て
い
ね
い
に
話
さ
な
い
と
分

か
っ
て
も
ら
え
な
い
。
わ
た
し
は
首
都

圏
出
身
な
が
ら
、
田
ん
ぼ
の
水
路
で
ド

ジ
ョ
ウ
と
戯
れ
、
野
ウ
サ
ギ
を
捕
ま
え

て
カ
レ
ー
に
し
た
こ
と
も
あ
る
。い
ま
、

そ
ん
な
記
憶
は
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。

　
『
里
山
資
本
主
義
』（
角
川
ｏ
ｎ
ｅ

テ
ー
マ
21
）
と
い
う
新
書
が
話
題
に

な
っ
た
。
見
捨
て
ら
れ
、
耕
作
放
棄
さ

れ
た
里
山
に
、
お
金
に
換
算
で
き
な
い

価
値
を
見
い
だ
す
。
著
者
で
日
本
総
研

主
席
研
究
員
の
藻
谷
浩
介
さ
ん
の
文
章

を
、「
そ
う
な
ん
だ
よ
な
」
と
相
づ
ち

を
打
ち
な
が
ら
読
み
進
ん
だ
。

　
「
里
山
の
豊
か
さ
」
の
事
例
を
読
む

う
ち
に
、
足
元
の
神
奈
川
に
も
同
じ
よ

う
な
現
場
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。

丹
沢
の
ふ
も
と
に
あ
る
秦
野
市
名な

が
ぬ
き

古
木

と
い
う
地
域
で
あ
る
。Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
自

然
塾
丹
沢
ド
ン
会
」
が
12
年
前
か
ら
、

耕
作
放
棄
さ
れ
た
棚
田
を
再
生
し
米
作

り
を
続
け
て
い
る
。

　

再
生
し
た
棚
田
は
水
生
生
物
の
宝
庫

に
な
っ
た
。
東
海
大
学
研
究
室
の
調
査

に
よ
る
と
、
ホ
ト
ケ
ド
ジ
ョ
ウ
、
ア
カ

ハ
ラ
イ
モ
リ
、
タ
イ
コ
ウ
チ
な
ど
が
確

認
さ
れ
た
。
ヘ
ビ
も
、
イ
ノ
シ
シ
も
、

シ
カ
も
出
る
里
山
が
戻
っ
た
。

　

人
の
笑
顔
も
戻
っ
て
き
た
。
キ
ヌ
ヒ

カ
リ
な
ど
米
の
収
穫
は
も
ち
ろ
ん
、
自

然
と
戯
れ
る
楽
し
さ
、
仲
間
と
汗
を
流

す
充
実
感
な
ど
多
く
の
〝
収
穫
〟
が
あ

る
。
再
生
の
様
子
は『
丹
沢
山
麓
里
山
・

田
ん
ぼ
物
語
』（
夢
工
房
）
に
詳
し
く

ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　
「
豊
か
さ
と
は
何
か
」
と
い
う
問
い

か
け
は
、
高
度
成
長
の
さ
な
か
か
ら
数

十
年
は
続
い
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
経

済
指
標
に
表
れ
に
く
い
価
値
を
、
里
山

の
現
場
で
探
し
て
み
よ
う
。

（
神
奈
川
新
聞
社
編
集
局
次
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
野
　
明
男
）

　
「
山
の
日
」
が
で
き
る
。
２
０
１
６

年
か
ら
、
８
月
11
日
は
国
民
の
祝
日
と

な
る
。
超
党
派
議
員
連
盟
の
法
案
が
可

決
、
成
立
し
た
。
山
の
恩
恵
に
感
謝
す

る
の
が
趣
旨
で
あ
る
。
山
の
豊
か
さ
と

と
も
に
生
き
て
き
た
歴
史
か
ら
み
れ

ば
、
あ
っ
て
当
然
の
祝
日
だ
ろ
う
。
便

利
な
都
会
暮
ら
し
で
つ
い
忘
れ
が
ち

な
、
そ
の
恩
恵
を
思
い
起
こ
し
た
い
。

　

最
近
、
当
た
り
前
の
よ
う
に
使
っ
て

い
た
「
里
山
」
と
い
う
言
葉
が
通
じ
な

い
こ
と
に
驚
い
た
。
20
代
の
若
者
は
幼

い
こ
ろ
、
そ
こ
で
遊
ん
だ
体
験
が
な

か
っ
た
。「
人
里
近
く
に
あ
っ
て
人
々

の
生
活
と
結
び
つ
い
た
山
」（
広
辞
苑
）

と
説
明
が
必
要
な
の
だ
。

　

静
寂
な
ブ
ナ
林
が
広
が
る
（
お
お
よ

そ
）
手
つ
か
ず
の
深
山
と
は
異
な
り
、

米
作
り
の
棚
田
や
、
か
つ
て
は
炭
焼
き

に
使
っ
た
コ
ナ
ラ
な
ど
の
雑
木
林
が
あ

る
。
人
が
手
を
加
え
続
け
な
い
と
荒
れ

る
。
そ
ん
な
補
足
説
明
も
す
る
。

あ
ら
た
め
て
思
う
里
山
の
富

視
描点
点

− 　 −3



　

新
聞
の
歴
史
は
１
６
０
９
年
（
江
戸

時
代
の
７
年
目
）、ド
イ
ツ
の
レ
ラ
ツ
ィ

オ
ン
、
２
２
年
、
イ
ギ
リ
ス
の
ウ
イ
ー

ク
リ
ー
・
ニ
ュ
ー
ス
、
３
１
年
、
フ
ラ

ン
ス
の
ガ
ゼ
ッ
ト
、
１
７
０
３
年
、
ロ

シ
ア
の
ベ
ド
モ
ス
テ
ィ
が
、
い
ず
れ
も

週
刊
紙
と
し
て
創
刊
（
日
刊
紙
は
18
世

紀
）
さ
れ
た
。

　

と
な
る
と
広
告
を
あ
つ
か
う
、
代
理

店
の
誕
生
は
い
つ
か
。
そ
の
起
源
も
古

く
１
６
１
２
年
、
フ
ラ
ン
ス
で
新
聞
を

発
行
す
る
Ｔ
・
ル
ノ
ー
ド
が
、
パ
リ
で

《
金
の
雄
鶏
社
》
を
創
業
し
た
と
か
。

あ
れ
、〝
ガ
ゼ
ッ
ト
〟
が
発
刊
さ
れ
る

前
に
な
る
が
、
ど
う
し
て
な
の
？
（
そ

う
モ
ノ
の
本
に
書
か
れ
て
い
る
！
）

　

日
本
の
新
聞
は
１
８
６
２（
文
久
２
）

年
、〝
官
板
バ
タ
ビ
ア
新
聞
〟が
最
初（
１

９
６
２
号
を
ど
う
ぞ
）。７
０（
明
治
３
）

年
、
初
め
て
の
日
刊
紙
〝
横
浜
毎
日
新

聞
〟
が
創
刊
。
そ
の
翌
年
、
発
刊
さ
れ

た
〝
新
聞
雑

誌
〟
と
い
う

新
聞
が
、《
新

聞
大
意
》
と

い
う
本
を
出

版
し
た
。ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
新

聞
情
勢
を
報

じ
る
と
と
も

に
、
広
告
代

理
店
に
つ
い

て
こ
う
書
い

て
い
る
。

　
「
広
告
の
世

話
人
と
い
ふ
も
の
あ
り
。
こ
れ
は
広
告

を
集
め
て
新
聞
紙
に
載
せ
、
少
し
ず
つ

口
銭
を
取
る
な
り
。
た
と
へ
ば
直
に
新

聞
紙
屋
へ
持
ち
行
く
と
き
は
、
三
シ
ル

リ
ン
グ
を
払
ふ
べ
き
も
の
な
る
を
、
世

話
人
に
頼
む
と
き
は
三
シ
ル
リ
ン
グ
六

ペ
ン
ス
を
払
ひ
、
そ
の
う
ち
六
ペ
ン
ス

は
世
話
人
の
口
銭
と
な
る
が
ご
と
し
。

お
よ
そ
世
話
人
に
頼
む
と
き
は
、
口
銭

だ
け
損
を
す
れ
ど
も
、
そ
の
代
り
に
大

い
に
労
を
は
ぶ

く
な
り
。
ま
た

ぜ
・
タ
イ
ム
ス

の
ほ
か
は
、
大

抵
い
ず
れ
の
新

聞
に
お
い
て

も
、
そ
の
新
聞

紙
屋
に
世
話
人

と
い
ふ
も
の
を

つ
か
ひ
、
こ
れ

を
商
人
な
ど
へ

行
か
し
め
て
、

広
告
を
集
む
る

な
り
」

こ
の
世
話
人
こ
そ
、
広
告
代
理
店
で
あ

る
。
そ
の
本
は
新
聞
業
界
で
広
く
読
ま

れ
た
と
い
う
。
ま
さ
に
新
聞
広
告
の
啓

蒙
書
で
あ
っ
た
。
や
っ
た
！
効
果
あ
っ

た
。
翌
年
の
１
８
７
４
（
明
治
７
）
年
、

銀
座
に
《
内
外
用
達
会
社
》
が
開
業
し

た
。
日
本
最
初
の
代
理
店
で
あ
る
。
さ

ら
に
10
年
後
、
福
沢
諭
吉
や
渋
沢
栄
一

の
支
援
を
う
け
て
《
弘
報
堂
》
が
開
業
。

そ
の
頃
、
操
業
し
て
い
た
《
空
気
堂
》

が
「
十
年
を
経
過
す
、
実
に
我
国
新
聞

広
告
取
扱
営
業
の
開
祖
な
り
」
と
、
新

聞
に
広
告
を
だ
し
た
。

　

８
７
（
明
治
20
）
年
、《
全
国
広
告

取
扱
所
》
が
創
業
。
手
数
料
は
１
割
、

初
年
度
か
ら
月
額
50
円
も
の
利
益
が

あ
っ
た
と
い
う
。
９
５
（
明
治
28
）
年
、

東
京
に《
博
報
堂
》。
大
阪
に《
万
年
社
》

な
ど
が
開
業
。の
ち
に
電
通
に
な
る「
日

本
広
告
社
」
と
「
電
報
通
信
社
」
は
１

９
０
１
（
明
治
34
）
年
、に
創
業
し
た
。

０
７
（
明
治
40
）
年
、
両
社
は
合
併
。

《
日
本
電
報
通
信
社
》
に
な
っ
た
。
図

は
そ
の
頃
の
広
告
。
題
字
の
ま
わ
り

は
電
報
そ
の
も
の
。　
　

（
美
術
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
、茅
ヶ
崎
市
在
住
）

（
図
）「
日
本
電
報
通
信
社
」
の
新
聞
広

告
・
１
９
０
７
（
明
治
40
）
年
こ
ろ
掲

出

取
次
ぎ
し
ま
す

宮
野
　
力
哉

新
聞
広
告
が
始
ま
っ
た
⑪

広
告

談
珍

− 　 −12


